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立教大学理学部化学科 森本正和 

 
フォトクロミック分子は、光の作用により異性化反応を起こして可逆的に色を変化させる。ま

た、光異性化反応に伴い酸化還元電位・蛍光特性・電気伝導性・分子幾何構造なども変化するこ

とから、新しい光電子デバイスへの応用が期待される。ジアリールエテン系フォトクロミック分

子は両異性体の熱安定性と繰り返し耐久性に優れており、溶液中のみならず単結晶状態において

も光応答を示す[1]。本講演では、ジアリールエテン分子・分子結晶に基づく光応答分子デバイス
に関する研究例（ジアリールエテンの蛍光スイッチングと超解像蛍光顕微鏡への応用[2-4]、ジア
リールエテン単結晶のフォトメカニカル機能[5-7]など）について紹介する。 
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